
〜
未
来
へ
と
命
を
繋
ぐ

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
〜

児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
で
す
。
あ
な
た
の
１
本
の
お

電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

出
産
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
質

問
が
あ
る
方
も
、
児
童
相
談
所
・
市
町

村
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

電
話
１
８
９

※
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所

に
つ
な
が
り
ま
す
。

住
民
課
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

電
話
０
１
６
５―

26―

９
０
２
６

生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

を
対
象
に
「
生
活
・
仕
事
相
談
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
生
活
や
仕
事
に
関

わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
令
和
元
年
12
月
17
日
（
火
）

令
和
２
年
１
月
21
日
（
火
）

 
 
 

①
10
時
〜
10
時
50
分

 
 
 

②
11
時
〜
11
時
50
分

▼
場
所
：
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
対
象
者

生
活
・
仕
事
に
つ
い
て
お
悩
み
の

方
▼
相
談
料
：
無
料

▼
申
込
期
日

開
催
日
の
前
日
午
後
３
時
ま
で
に
電

話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

自
立
相
談
支
援
事
業
所
「
か
み
か
わ

生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

〒
０
７
８―

８
２
３
１

旭
川
市
豊
岡
１
条
２
丁
目
１―

16

電
話
０
１
６
６―

38―

８
８
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
１
６
６―

33―

０
０
２
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

a
n
s
h
i
n
@
k
a
m
i
k
a
w
a
1
9
.
h
o
k
k
a
i
d
o
.
j
p

令
和
元
年
分
の
年
末
調
整
及
び
源
泉

徴
収
票
な
ど
の
作
成
要
領
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
対
象
者
と
な
る
方
は
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
：
令
和
元
年
11
月
19
日
（
火
）

13
時
受
付
開
始

▼
場
所
：
士
別
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

４
階
小
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

各
事
業
所
の
担
当
者

白
色
申
告
、
青
色
申
告
の
個
人
事
業

主
▼
そ
の
他

11
月
上
旬
に
名
寄
税
務
署
か
ら
郵

送
さ
れ
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
お
り
、
経
営
が
困
難
な
路
線
と
し

て
石
勝
線
夕
張
支
線
を
２
０
１
９
年
に

廃
線
、
そ
し
て
札
沼
線
（
北
海
道
医
療

大
学
〜
新
十
津
川
間
）
を
２
０
２
０
年

５
月
に
廃
線
と
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
宗
谷
本
線
を

Ｊ
Ｒ
の
未
来
へ
と
つ
な
ぎ
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
利
用

を
促
進
し
、
存
続
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

宗
谷
本
線
沿
線
自
治
体
で
は
出
張
や

都
市
間
移
動
に
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

も
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
路
線

の
維
持
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

年
末
調
整
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

「
生
活
・
仕
事
相
談
会
」
の

開
催
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
に
乗
っ
て
宗
谷
本
線
を

盛
り
上
げ
よ
う
！



北
海
道
で
は
、
自
動
車
税
の
納
期
内

納
税
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
民
間
の

事
業
者
の
皆
様
と
行
政
が
連
携
し
、
納

期
内
に
納
め
た
方
が
応
援
店
で
割
引
等

の
特
典
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る｢

自
動
車
税
ス
マ
イ
ル
納
税
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

応
援
店
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
の
皆
様
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
応
援
店
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
自
動
車
税
の
納
税
者
（
約
２
０
９
万

台
）
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
効
果
に
よ
る
来

店
客
の
増
加

・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
企
業
イ
メ
ー

ジ
の
向
上

【
特
典
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
例
】

・
○
○
円
以
上
の
購
入
で
〇
％
割
引
、

会
員
カ
ー
ド
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の

無
料
発
行
、
ポ
イ
ン
ト
付
加
、
○
○

で
粗
品
進
呈
、
サ
ー
ビ
ス
料
・
工
賃
・

施
設
利
用
料
の
割
引
な
ど

【
そ
の
他
】

・
協
賛
金
等
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
割
引
等
の
特
典
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
係

る
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
道
か
ら
の
補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
応
援
店
登
録
申
込
期
限

令
和
２
年

３
月
末
日

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

名
寄
道
税
事
務
所

電
話
０
１
６
５
４―

２―

４
１
４
８

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の
安

定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い
る

保
険
で
す
。
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、「
未
手
続
事
業
の

一
掃
」
を
年
間
を
通
じ
た
主
要
課
題
と

位
置
付
け
た
う
え
で
、
11
月
を
「
労
働

保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
し
、
集

中
的
に
広
報
活
動
を
展
開
し
、
労
働
保

険
制
度
の
よ
り
一
層
の
理
解
、
周
知
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
と

な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
速
や
か
に

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公

共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課

電
話
０
１
１―

７
０
９―

２
３
１
１

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
ま
で

▼
助
成
対
象

町
内
ま
た
は
町
外
医
療
機
関
で
接
種

し
た
予
防
接
種
費
用

▼
助
成
額

１
回
に
つ
き
１
，
２
０
０
円
を
助
成

（
生
活
保
護
受
給
世
帯
、
お
よ
び
１

回
目
接
種
時
13
歳
未
満
の
子
ど
も

の
２
回
目
接
種
費
用
は
全
額
助
成
）

▼
申
請
方
法

①
町
立
診
療
所
で
接
種
し
た
場
合

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
窓
口

で
助
成
額
を
差
し
引
い
た
額
を
お
支

払
い
下
さ
い
（
１
，
８
０
０
円
）
。

②
町
外
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合

接
種
後
申
請
が
必
要
で
す
。

・
領
収
書
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
）

・
保
険
証
、
印
鑑
、
振
込
先
を
確
認
で

き
る
も
の
（
通
帳
）
を
ご
持
参
の
う

え
、
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
窓
口

（
保
健
グ
ル
ー
プ
）
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
助
成
金
を
後
日
指
定

口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

◇
健
康
福
祉
課
保
健
グ
ル
ー
プ

電
話
０
１
６
５―

３
４―

３
９
５
５

〜
冬
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施
〜

▼
運
動
期
間

11
月
11
日(

月)

〜
20
日(

水)

▼
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

（１）
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・
右
方
か
ら
の
横
断
歩
行
者
や
交
差
点

と
そ
の
付
近
で
の
歩
行
者
、
自
転
車

の
動
き
に
十
分
注
意
し
て
、
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
め
に
冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
て
、

急
な
降
雪
や
凍
結
路
面
に
対
応
で
き

る
よ
う
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
山

間
部
や
峠
な
ど
を
通
行
す
る
際
は
、

必
ず
冬
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

・
日
陰
や
橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で

は
、
路
面
が
凍
結
し
て
い
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
路
面
状
況
を
よ
く
確
認

し
て
慎
重
な
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

（２）
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

士
別
警
察
署
か
わ
ら
版

「
自
動
車
税
ス
マ
イ
ル
納
税

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
応
援
店
募
集

11
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て



・
外
出
す
る
と
き
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
目
立
つ
よ
う
に
、
白
っ
ぽ
い
服
装

や
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
信
号
機

や
横
断
歩
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
前
の
安
全
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、

横
断
中
も
常
に
左
右
の
安
全
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

（３）
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す
。｢

飲

酒
運
転
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
許

さ
な
い｣

こ
と
を
強
く
意
識
し
て
、
飲

酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
二
日
酔
い
で
の
運
転
も｢

飲
酒
運
転｣

で
す
。
少
し
で
も
身
体
に
ア
ル
コ
ー

ル
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
、
運
転

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

〜
冬
山
遭
難
の
防
止
〜

冬
山
は
、
見
渡
す
限
り
の
銀
世
界
、

白
雪
を
踏
ん
で
厳
し
い
自
然
環
境
と
闘

い
な
が
ら
山
頂
を
極
め
る
醍
醐
味
な
ど
、

夏
山
と
違
う
大
き
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
反
面
、
天
候
急
変
に
よ
る
気
象
遭

難
や
、
地
形
が
要
因
と
な
る
雪
崩
や
滑

落
な
ど
の
遭
難
が
毎
年
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

（１）
無
理
の
な
い
計
画
と
登
山
計
画
書

の
提
出
を
！

登
山
技
術
、
体
力
、
経
験
に
応
じ
た

山
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
行
程
等
に
無
理

の
な
い
計
画
で
登
山
計
画
書
を
作
成
し
、

家
族
や
職
場
等
に
渡
す
ほ
か
、
最
寄
り

の
警
察
署
又
は
交
番
、
駐
在
所
に
提
出

し
ま
し
ょ
う
。

（２）
パ
ー
テ
ィ
で
の
登
山
を
！

で
き
る
だ
け
単
独
で
の
入
山
を
避
け
、

経
験
豊
富
な
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
パ
ー
テ

ィ
を
組
ん
で
の
登
山
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（３）
万
全
の
装
備
と
余
裕
あ
る
食
料
等

の
準
備
を
！

登
山
時
の
装
備
不
備
や
食
料
不
足
が

最
悪
の
事
態
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
天
候
急
変
に
も
耐
え
ら
れ
る
十
分

な
装
備
と
停
滞
時
に
備
え
た
食
料
や
燃

料
等
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

（４）
携
帯
電
話
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！

万
一
の
場
合
の
通
信
手
段
と
し
て
携

帯
電
話
と
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
を
携
行
し

ま
し
ょ
う
。

（５）
入
山
前
に
気
象
情
報
の
確
認
を
！

入
山
前
に
は
必
ず
天
気
予
報
を
確
認

し
、
天
候
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
登
山
の
中
止
や
途
中
で
引
き
返
す
な

ど
安
全
登
山
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（６）
冬
山
で
は
慎
重
な
行
動
を
！

冬
山
で
は
地
形
や
積
雪
、
気
象
変
化

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
雪
庇
の
踏
み

抜
き
や
雪
崩
の
危
険
性
が
高
い
場
所
は

回
避
す
る
な
ど
、
慎
重
な
行
動
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

士
別
警
察
署

電
話
０
１
６
５―

23―

０
１
１
０

〜
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て
〜

興
味
の
あ
る
方
や
詳
し
い
説
明
を
聞

き
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄
出

張
所

電
話
０
１
６
５
４―

２―

３
９
２
１

住
所
〒
０
９
６―
０
０
１
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自衛官候補生（男子・女子）
11月試験

陸上自衛隊高等工科学校生徒（男子）

一般 推薦
応
募
資
格

18歳以上33歳未満
（令和2年4月1日現在）

15歳以上17歳未満
令和2年4月1日現在、中卒（見込み含む）

受
付
期
間

受付中～1月18日（月）締切
※11月以降の試験も随時受け付けてお

ります。

11月1日（金）～
令和2年1月6日（月）

11月1日（金）～
11月29日（金）

試
験
日

11月24日（日）・25日(月）のいずれ
か1日を受験者が指定できます。

令和2年1月18日（土）
令和2年1月5日（日）又
は6日（月）のいずれかの
日が指定されます。

試
験
会
場

旭川
※細部は受付時にお知らせいたします。

１次試験：名寄
※細部は受付時にお知らせいたします。

１次試験：札幌

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
か
ら

お
知
ら
せ


